
○寝屋川市みんなのまち基本条例 （検討事項 抜粋）  

 

【前 文】 

寝屋川市は、淀川と市内の中心部を流れる寝屋川の恩恵を受け、豊かな水と緑

の自然環境に包まれ、発展してきたまちです。石宝殿古墳等の文化財、茨田堤や

鉢かづき姫の伝承等、文化と歴史が息づいています。 

人と人とのふれあいを育む温かい人情が受け継がれ、また、互いに支え合うつ

ながりや活動は根強く、様々な市民活動が広がりを見せています。 

そのような中、人口減少・少子高齢化が進行するなど、社会環境は大きく変化

し、様々な課題に直面しています。また、地方分権の流れの中で、地域が協働し

て自ら課題を解決する必要があります。 

市民がまちづくりの主役であることを自覚し、信頼関係をより深めることで地

域の力を結集して、みんなが誇れる住みよいまちを「協創」しなければなりませ

ん。豊かな文化風土を大切に守り育てつつ、このまちを愛し、誇りとして次の世

代へ引き継いでいかなければなりません。 

私たちは、人類共通の願いである恒久平和と持続的な発展が可能な社会が広く

世界に築かれることを望み、 

人権を尊重し、人のつながりや地域のつながりの強いまち、 

環境に配慮し、安全で安心して誰もが暮らしやすいまち、 

人を豊かに育て、にぎわいと活力のあるまちの実現に努めます。 

私たちは、市民福祉の向上を目指し、互いの個性と能力を発揮するとともに、

十分な対話のもと市民参画・協働を進め、“みんなのまち”寝屋川をつくり上げ

ることを決意し、ここに市民、議会及び行政が共有する寝屋川市における自治の

基本的な理念及び原則としてこの条例を制定します。 

 

 

【安全・安心の向上】 

第６条 市民は、自然災害、犯罪等に備え、自己の安全の確保及び市民相互の協

働による安全の確保に努めるものとする。 

２ 行政は、自然災害、犯罪等から市民の生命、身体及び財産を守るため、防災

力、防犯力等の強化を図り、市民生活の安全・安心の向上に取り組まなければ

ならない。 
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【個人情報の保護】 

第９条 行政は、個人の権利利益の保護及び基本的人権の擁護のため、個人情報

を適正に取り扱わなければならない。 

 

 

【市民の役割及び責務】 

第12条 市民は、自己の発言及び行動に責任を持ち、まちづくりに参画する権利

を有する。 

２ 市民は、市民活動の役割を認識し、それを守り、かつ、育てるよう努めるも

のとする。 

 

 

【国、他の自治体等との連携】 

第24条 行政は、国、他の自治体等と対等・協力関係のもとで連携を図り、共通

する課題の解決に努めるものとする。 
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